15世紀末から16世紀前半にかけてのイタリアにおける美術の変容に関する研究 by 足達 薫
15世紀末から16世紀前半にかけてのイタリアにおけ
る美術の変容に関する研究
著者 足達 薫
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 文第308号
URL http://hdl.handle.net/10097/00125803
博士論文 
15 世紀末から 16 世紀前半にかけてのイタリアにおける美術の変容に関する研究 
足達薫 
 
論文要旨 
 本論文は、15 世紀末から 16 世紀前半にかけてのイタリア美術において現れた特異な変
容について実証的に分析し、それらの源泉、意図、機能を解明することを目的とする。特に
注目するのは、自然からの離脱とそれに代わる人工的技巧への執着、聖俗の主題の境界線を
越えた視覚的特質の互換性、そして観者を驚かせることに特化した奇矯な表現構造である。 
 これらの特質はこれまでの美術史ではマニエリスムという時代様式的概念に結びつけて
説明されてきた。しかし、現在、マニエリスムという概念には多様な意味や観点が過剰に与
えられ、具体的な歴史的事象を実証的に説明することが困難となっている。 
 それに対して本論文は、15 世紀末から 16 世紀前半にかけてイタリアで生じた具体的な
視覚的経験に注目し、それらの経験と具体的な作品の構造および描写を比較するという方
法により、従来のマニエリスム論では捉えきれなかった上の 3 つの特質の源泉と機能と意
図を実証的に明らかにする。 
 序論において上述の研究背景を要約したのち、4 章からなる個別事例に関する考察に進む。
第 1 章では、マニエリスムという概念の限界を考察したのち、先述の 3 つの特質の源泉お
よび背景として考えらえられうる 3 つの視覚的経験を、具体的な事例と同時代の言説の分
析を通じて再構成する。第 2 節では、15 世紀末における古代ローマのグロテスク装飾の発
見とその影響を分析する。グロテスクの発見は、自然観察に根ざした合理的な描写とは対照
的な美術の道を美術家たちに提示し、自然再現からの離脱と技巧への傾斜を促したと考え
られる。第 3 節では、美術表現において聖俗の間の境界線が突破されていく過程を分析す
る。パルミジャニーノやミケランジェロ、ヤコポ・サンソヴィーノら絵画や彫刻、さらには
祝祭的な儀式や文学の実践において、聖俗の主題の境界線が突破され、古代の異教的世界の
多様な視覚的特質が聖なる主題に適用されていく過程が再構成される。第 4 節では、レオ
ナルド・ダ・ヴィンチやチェッリーニのような美術家の言説や、同時代の魔術に関する論考
の中で「悪魔としての画家」というトポスが定式化されていく過程を再構成していく。16 世
紀前半、パラゴーネ（技芸間の比較優劣論争）の文脈において、魔術的実践における観者の
身体と心に強い作用をもたらしてコントロールするという構造が、同時代の絵画との間に
認められていくようになる。 
 第 2 章からは、第 1 章での分析を基盤とする具体的な各論となる。第 2 章では、画家ベ
ルナルディーノ・ピントリッキオと彼の工房によるアパルタメント・ボルジアの視覚的特質
を分析する。その考察によって、15 世紀末期に発見されたグロテスクをはじめとする古代
美術が 15 世紀からの美術の流れをいかにして変容させたかが明らかとなる。古代に想を得
た非合理的で幻想的な創造の自由は、アパルタメント・ボルジアをドムス・アウレアに重ね
合わせ、その住人である教皇アレクサンデル六世を皇帝ネロに重ね合わせるという非凡な
計画へと結実する。 
 第 3 章では、イタリアの画家パルミジャニーノの作品に焦点を当て、同時代の魔術的実
践と照合しながら分析する。彼の作品では、同時代の魔術的実践からも注目された暗号（秘
文字）、観者に働きかける肖像画、そして鏡という要素が本質的なレベルで組みこまれ、活
用されている。《ジャン・ガレアッツォ・サンヴィターレの肖像》では、カバラの数秘術に
おける神の名を表す 72 の数字が刻まれたメダルと構造的に一体化されている。《ザカリア
の聖母》では、同時代の魔術的実践で用いられたものとよく似た文字列ないし記号列が、作
品と観者を結びつけるための本質的装置として組みこまれている。さらに、視覚の操作を通
じて他者を支配する鏡魔術の構造が、《凸面鏡の自画像》において絵画化されている。 
 第 4 章では、パルミジャニーノが手掛けたフォンタネッラートのカメリーノ（小部屋）に
注目し、視覚的構造を分析する。この装飾では、「大きな泉」を意味するフォンタネッラー
トという場、堀に囲まれた城、そしてその城の中で噴水＝浴場として表象されたカメリーノ
が同心円的構造を与えられている。この着想の源泉は、月と鏡と水面の構造的同調性に関す
る古代以来の魔術的思考およびモティーフがあると考えられる。その源泉として特に注目
されるのは、ローマの枢機卿たちが古代の浴場を意識しながら開発していた浴室のイコノ
グラフィー、「愛の狩り」の文学的伝統における鏡の機能を有する魔術的噴水＝浴場、そし
て古代のアリキアの民が崇拝した「ディアナの鏡」の伝承である。 
 終章ではこれまでの考察を振り返りながら、本論文で明らかにした 15 世紀末から 16 世
紀前半にかけての美術の変容過程が、イタリア・ルネサンス美術史を再検討するための重要
な素材になるとともに、美術の本性をめぐるより大きな観点からの考察にとっても有益な
事例となることが確認される。 
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 本論文は、15 世紀末から 16 世紀前半にかけてのイタリア美術にあらわれた際立った特徴につい
てその源泉、意義、機能を解明することを目的としている。 
 序論においてマニエリスムの研究史の概要と問題点が検討されている。それを総括するかたちで
氏の論考が、通時的な視点からではなく、共時的な視点を重視していることは特筆に値する。この
視点をとることで、自然の再現描写からの逸脱し、人工的な技巧への傾斜、聖人と古代異教神の視
覚的な特質の共有、鑑賞者を驚かす不思議な作品構成といった特徴に的を絞ってアプローチする根
拠が語られている。 
 第１章「15 世紀末から 16 世紀前半にかけての特異な視覚的経験」では、自然の再現描写からの
逸脱がどのように起こり、それがどのような芸術を生みだしていったのかが論述される。その最大
の契機となったのが、1470 年代後半、ローマで起こったグロテスクの発見であった。古代のホルツ
ィウスが「病人の見る夢」とまで揶揄したグロテスクが、16 世紀のダニエレ・バルバロによって「絵
画の夢」とまで持ち上げられる逆説が述べられる 
 第２章「ピントリッキオのアパルタメント・ボルジア――古代との出会いと初期ルネサンスの変
容」では、グロテスクの発見を契機とするルネサンス美術の変容現象をピントリッキオによるアパ
ルトメント・ボルジアの成立に焦点をあてて分析する。分析によるとアパルタメントは 15 世紀末に
おけるグロテスクをはじめとする古代美術の再発見とその受容が、幾何学的透視図法に基づく合理
的な三次元空間と自然観察に基づく再現的描写から離れる契機となったことが判明した。 
 第３章「パルミジャニーノの絵画と「魔術的なるもの」の構造的同調性」では、パルミジャニー
ノの作品と「魔術的なるもの」の構造的な同調性を、暗号、肖像画、鏡という三要素から分析して
いる。その結果、絵画と魔術的実践の構造的同調性という観点は、「マニエリスムのモーツアルト」
と呼ばれたパルミジャニーノの全体像を新たにとらえるための手がかりとして有効であり、同時に
他の作家や事例においても試す価値のあるリトマス試験紙になることが明らかになった。 
 第４章「フォンタネッラートのカメリーノにおける魔術的構造」では、装飾空間と魔術的なもの
の構造的な同調性を明らかにしている。カメリーノが魔術的なものの作用を構造的に表象した体験
型仮象空間であること、生と死をめぐる記念と瞑想的機能を異教的で魔術的なモチーフで実現して
いることが実証されている。 
したがって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと
認められる。 
 
